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（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

小
川
町
の
和
算
家
（
一
） 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

好
天
の
去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
小
川
町
の
和

算
家
二
名
の
足
跡
を
訪
ね
る
べ
く
出
掛
け
ま
し
た
。

往
路
は
青
梅
イ
ン
タ
ー
か
ら
嵐
山
小
川
イ
ン
タ
ー

ま
で
高
速
を
使
っ
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
小
川

に
着
き
ま
し
た
。 

 

小
川
町
に
は
和
算
家
が
多
い
。
既
に
吉
田
勝
品
、

福
田
重
蔵
、
松
本(

栗
島)

寅
右
衛
門
精
弥
、
久
田

善
八
郎
な
ど
の
実
家
に
は
数
年
前
に
訪
ね
て
い
ま

す
が
（
何
れ
こ
の
「
や
ま
ぶ
き
」
に
書
き
た
い
）、

今
回
は
高
橋
和
重
郎
と
山
口
三
四
郎
の
実
家
を
目

指
し
ま
し
た
。 

 

二
、
高
橋
和
重
郎 

高
橋
和
重
郎
は
小
川
町
高
見
の
人
で
、
中
爪
の

細
井
長
次
郎
の
一
番
弟
子
で
す
。
天
保
六
年
（
一

八
三
五
）
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
一
年
に
六
四
歳

で
没
。
実
家
近
く
に
あ
る
墓
に
は
實
算
悟
道
居
士

と
あ
り
ま
す
。
側
面
と
裏
面
に
は
碑
文
が
あ
り
ま

す
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
写
真
で
は

良
く
読
め
な
い
の
で
、
三
上
義
夫
の
資
料
か
ら
引

用
さ
せ
て
頂
き
次
に
示
し
ま
す
。 

 

君
ハ
天
保
六
年
正
月
廿
五
日
高
橋
家
ニ
生
ル
。

父
ハ
太
郎
丸
ノ
産
重
次
郎
氏
、
母
ハ
ま
つ
子
、

妻
ゆ
き
子
ハ
上
横
田
中
島
氏
ノ
産
な
り
。
君
幼

ヨ
リ
才
智
ア
リ
嘉
永
元
年
正
月
中
爪
村
關
流
算

師
細
井
長
次
郎
氏
ニ
就
キ
算
術
ノ
秘
法
ヲ
受
ケ

歸
村
シ
、有
志
ヲ
募
リ
テ
算
術
研
究
会
ヲ
起
シ
、

選
マ
レ
テ
長
ト
ナ
リ
、
日
夜
其
蘊
奥
ヲ
極
メ
、

数
多
ノ
弟
子
ヲ
教
授
セ
リ
。
元
治
元
年
十
一
月

地
頭
十
一
代
目
田
村
顯
政
殿
ヨ
リ
組
頭
役
仰
付

ラ
ル
明
治
七
年
十
月
廿
三
日
熊
谷
縣
ヨ
リ
副
戸

長
申
付
ラ
ル
同
年
ヨ
リ
九
年
迄
地
改
正
ノ
圖
面

専
務
ヲ
掌
リ
、同
十
年
五
月
地
主
總
代
ト
ナ
ル
。

同
十
三
年
四
月
比
企
横
見
郡
長
鈴
木
庸
行
殿
ヨ

リ
衛
生
委
員
申
付
ラ
レ
、
十
八
年
五
月
迄
勤
續

セ
リ
。
同
十
七
年
七
月
上
横
田
村
聯
合
會
議
員

ニ
選
マ
レ
、
更
ニ
村
會
議
員
ト
ナ
ル
。
同
十
八

年
五
月
比
企
郡
第
十
一
學
區
内
市
野
川
學
校
會

議
員
ニ
選
マ
ル
。
同
廿
年
三
月
社
寺
總
代
ト
ナ

ル
。
同
廿
二
年
二
月
大
字
高
見
地
價
修
正
委
員

ト
ナ
ル
。
同
年
四
月
八
和
田
村
村
會
議
員
ニ
選

マ
ル
。
同
三
十
年
三
月
文
明
學
校
舎
新
築
委
員

ニ
選
マ
ル
。
斯
ク
村
治
及
弟
子
ノ
教
育
ニ
盡
力

セ
シ
ガ
、
同
三
十
一
年
四
月
三
十
日
終
ニ
逝
ケ

リ
、
行
年
六
十
四
歳
ナ
リ
、
君
ニ
二
男
二
女
ア

リ
、
嗣
子
桂
助
氏
ハ
農
蠶
ニ
熱
心
シ
、
資
産
ヲ

増
セ
リ
。･･･

爰
ニ
嗣
子
ノ
建
碑
ニ
際
シ
、
余
ニ

略
傳
ヲ
乞
フ
、
余
、
弟
子
ト
シ
テ
不
肖
ヲ
顧
ミ

ズ
、
喜
ン
デ
之
ヲ
選
ミ
以
テ
不
朽
ニ
傳
フ
。 

明
治
四
十
二
年
一
月 

 

門
弟
關
口
源
次
郎
誌 

 

こ
の
碑
文
に
対
し
て
三
上
は
、「
此
碑
文
は
全
く

履
歴
書
と
も
云
ふ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ

も
亦
珍
し
い
。
地
方
の
算
者
が
明
治
時
代
に
於
い

て
如
何
に
行
動
し
た
か
を
見
る
為
に
は
、
好
い
例

証
と
な
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
だ 高橋和重郎の墓 
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と
思
い
ま
す
。
な
お
、
墓
の
台
座
に
は
四
十
名
近

い
門
人
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
遺
さ
れ
て
い
る
史
料
を
拝
見
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。『
算
法
開
蘊
』
四
巻（
剣
持
章
行
）、

『
算
法
地
方
大
成
』
五
巻
（
秋
田
義
一
）
の
刊
本

の
他
に
、
自
著
の
『
算
法
遺
術
五
百
題
』
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
租
改
正
の
時
に
自
ら
測

量
し
て
作
成

し
た
分
厚
い

『
改
正
台
帳
』

二
巻
と
作
成

し
た
地
図
が

あ
り
ま
し
た
。

小
川
町
の
和

算
家
の
史
料

は
吉
田
勝
品

に
関
す
る
も

の
以
外
は
ほ

と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
よ

う
な
の
で
極

め
て
貴
重
な

も
の
と
思
い

ま
し
た
。『
算

法
遺
術
五
百

題
』
の
序
文

は
能
増
の
石

川
厳
に
よ
る

も
の
で
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
原
文
に
あ
る
カ

タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
は( )

内
に
示
し
ま
し
た
。 

 

蓋
シ
數
學
ノ
用
タ
ル
大
ナ
リ
大
ニ
シ
テ
ハ
天
地

ノ
廣
」
ヲ
籌(

ハ
カ)

リ
小
ニ
シ
テ
ハ
毫(

ガ
ウ)

末

(

シ)

ノ
微(

ビ)

ヲ
算
フ
人
世
限
」
リ
無
キ
ノ
業
務

亦
此
數
ヲ
洩(

モ)

ル
モ
ノ
ナ
シ
然
レ
ハ
」
則
チ

數
ハ
一
日
モ
無
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
一
事
」
モ
缺

(

カ)

ク
能
ハ
サ
ル
」
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
嘗(

カ
ツ)

テ

六
藝
ノ
一
ニ
位
シ
テ
百
般
科
学
」
ノ
兼
修(

ケ
ン

シ
ウ)

ニ
備(

ソ
ナ)

フ
而
シ
テ
其
法
式
亦
一
ナ
ラ

ス
曰
ク
」
點
竄
曰
ク
筆
算
曰
ク
珠
筭
點
竄
ハ
高

尚(

シ
ヤ
ウ)

」
ニ
失
シ
筆
算
ハ
字
ヲ
記(

キ)

ス
ル

ノ
不
便
ア
リ
最(

モ
ト)

モ
」
日
用
ニ
便
ス
ル
モ
ノ

ヲ
珠
算
ト
ス
然
モ
其
法
式
ヲ
」 

知(

チ)

悉(

シ
ウ)

セ
サ
レ
ハ
其
用
ヲ
為
ス
能
ハ
ス
世
ノ
數
學
ヲ
」

以
テ
仁(

ジ
ン)

ス
ル
者
高(

カ
ウ)

尚(

シ
ヤ
ウ)

複
雑

(
フ
ク
ザ
ツ)

ノ
數
ヲ
計
ル
ニ
至
リ
」
テ
ハ
之
ヲ
點

竄
筆
算
ニ
譲
リ
珠
算
ノ
及
ハ
サ
」
ル
モ
ノ
ト
為

ス
ナ
リ
故
ニ
世
亦
其
法
式
ノ
著
述(

チ
ヨ
ジ
ツ)

」

ナ
シ
老
兄
高
橋
君
嘗(

カ
ツ)

テ
之
ヲ
遺(

イ)

憾

(

カ
ン)

ト
シ
曰
ク
」
數
ノ
高
尚
複
雑
ナ
ル
モ
ノ
ト

雖
モ
豈
ニ
珠
算
ニ
」
上
ラ
サ
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ

凡
ソ
人
事
ハ
日
ニ
高
尚
ニ
」
向
ヒ
月
ニ
複
雑
ニ

進
ム
然
リ
而
テ
珠
筭
特(

ヒ
ト)
リ
」
単
純(

タ
ン
ジ

ン)

ニ
シ
テ
已(

ヤ)

ム
ヘ
ケ
ン
ヤ
且
ツ
日
用
ニ
便

セ
ス
シ
」
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
ト
乃
チ
古
来
點
竄
筆

算
ヲ
借
」
ラ
サ
レ
ハ
能
ハ
サ
ル
法
式
五
百
題
ヲ

撰
抜(

セ
ン
バ
ツ)

シ
」
悉(

コ
ト
ゴ
ト)

ク
珠
算
法
式

ニ
變
換(

ヘ
ン
ク
ワ
ン)

シ
高
尚
複
雑
ノ
數
」
ニ
當

ル
モ
立
ト
コ
ロ
ニ
算
盤
ニ
上
セ
以
テ
日
用
ニ
」

便
セ
ン
ト
ス
今
ヤ
印(

エ
ン)

行
以
テ
後
進
ニ
頌

(

ヲ
ギ
ナ
ハ)

ン
ト
シ
」
序
ヲ
余
ニ
需(

モ
ト)

ム
余

(

ヨ)

其
篤(

ト
ク)

學
ヲ
喜(

ヨ
ロ
コ)

ヒ
不(

フ)

敏(

ビ

ン)

ヲ
」
辭(

ジ)

セ
ス
一
言
ヲ
巻(

カ
ン)

首(

シ)

ニ

署(

シ
ヨ)

ス 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

石
川
巌 

こ
の
序
文
に
よ
り
刊
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
序
文
の
意
は
、「
簡
単
に
云
え
ば

計
算
に
は
珠
算
が
最
も
便
利
な
の
で
あ
る
か
ら
、

代
数
的
の
問
題
で
も
珠
算
で
出
来
る
よ
う
に
試
み

算法遺術五百題 
（明治30年12月15日とある） 

12 

改正台帳の表紙と裏表紙 
（明治９年1月1日とある） 

算法遺術五百題の序文 
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た
、
そ
う
し
て
珠
算
を
普
及
し
た
い
と
云
ふ
の
で

あ
る
。
其
当
時
に
於
け
る
和
算
指
南
者
の
心
境
を

も
示
し
て
居
る
」
と
三
上
は
言
う
。 

な
お
、
こ
の
『
算
法
遺
術
五
百
題
』
の
内
容
は

目
録
（
目
次
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
り
、
比

較
的
初
歩
的
な
内
容
の
も
の
の
よ
う
で
す
。 

乗
方
除
□
引
法
（
九
題
）、
相
場
割
り
之
部
（
九

題
）、
相
場
捜
之
部
（
九
題
）、
利
息
割
之
部
（
九

題
）、
利
息
捜
之
部
（
九
題
）、
普
請
捜
之
部
（
九

題
）、
普
請
□
□
捜
之
部
（
九
題
）、
材
木
相
場

割
り
之
部
（
九
題
）、
材
木
割
り
物
尺
メ
捜
シ
部

（
九
題
）、
盈
朒
之
部
（
九
題
）、
田
畑
□
切
之

部
（
九
題
）、
曲
筭
之
部
（
九
題
）、
相
應
開
平

開
立
之
部
（
九
題
）、
角
取
之
部
（
九
題
）、
角

積
率
之
部
（
九
題
）、
貸
附
積
金
之
部
（
九
題
）、

田
方
位
附
之
部（
拾
八
品
）、畑
方
位
附
之
部（
拾

九
品
）、
木
綿
大
相
場
之
部
、
開
平
方
之
部
（
百

題
）、
開
立
方
之
部
（
百
題
）、
三
乗
方
之
部
（
百

題
） 

 
 
 

 
 
 

計
四
八
一
題 

 

三
、
山
口
三
四
郎 

山
口
三
四
郎
は
腰
越
の
字
赤
木
の
人
で
、
実
家

は
山
間
に
分
け
入
っ
た
高
い
所
に
あ
り
ま
す
（
館

川
ダ
ム
近
辺
）
。
幼
名
を
友
三
郎
、
字
は
和
重
、
順

山
と
号
し
た
よ
う
で
す
。文
化
十
年（
一
八
一
三
）

七
月
に
生
ま
れ
る
。
各
地
に
学
ん
で
帰
り
、
私
学

舎
を
設
け
て
教
え
、
弟
子
約
三
百
人
、
算
法
の
み

で
な
く
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
ら
し
い
。
明
治
二

十
二
年
四
月
二
十
二
日
没
。
七
十
七
歳
。
墓
に
は

順
學
義
山
居
士
と
大
き
く
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

露
盤
で
は
倉
の
錠
前
で
も
開
け
る
と
言
わ
れ
た
話

も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
和
算
の
伝
系
は
不
明
。
実

家
の
人
の
話
で
は
史
料
は
今
は
残
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
墓
は
家
の
南
西
の
程
な
い
と
こ
ろ
の
墓

地
に
あ
り
、
自
然
石
を
使
っ
た
大
き
な
墓
で
裏
面

に
は
碑
文
が
ビ
ッ
シ
リ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
碑
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
（
前
文
は
省
略

し
、」
は
改
行
を
示
し
ま
す
）。 

 

山
口
順
山
幼
ノ
名
ハ
友
三
郎
字
ハ
和
重
」
通
称

ハ
三
四
郎
其
先
ハ
下
総
ノ
人
也
山
口
樫
太
郎
ノ

嫡
男
母
ハ
山
口
氏
山
口
三
郎
右
ヱ
門
ノ
苗
裔
也

文
化
十
癸
酉
年
七
月
五
日
順
山
生
レ
タ
リ
往
昔

之
」
祝
融
ノ
災
ニ
罹
リ
其
ノ
事
蹟
ヲ
詳
ラ
カ
ニ

セ
ス
ト
云
フ
ト
雖
モ
傳
エ
云
フ
天
慶
中
平
将
門

天
誅
ニ
伏
ス
ル
矣
也
跡
ヲ
此
ニ
晦
ス
ト
先
生
生

レ
ナ
カ
ラ
ニ
」
シ
而
恭
謙
頴
敏
ニ
シ
テ
沈
毅
方

正
ナ
リ
八
歳
字
ヲ
喜
三
丹
下
常
次
ナ
ル
者
ヲ
問

ヒ
草
隷
算
法
ヲ
習
フ
コ
ト
三
年
常
次
ナ
ル
者
ハ

入
間
郡
上
野
ノ
人
也
」 

次
テ
久
永
山
ニ
往
テ
釈
ノ
天
栄
ニ
師
事
シ
國
史

漢
典
ヲ
斈
フ
七
年
而
シ
テ
家
ニ
在
リ
父
ノ
業
ヲ

受
ケ
稼
織
ヲ
厲
ム
天
保
元
年
先
生
歳
十
八
奮
然

ト
シ
」
テ
自
ラ
云
フ
終
年
身
ヲ
採
薪
耕
圃
ス
労

ニ
供
□
假
令
ヒ
資
産
ヲ
富
マ
ス
モ
何
ノ
一
賤
奴

ニ
過
キ
サ
ル
ノ
□
吾
レ
大
功
ヲ
立
テ
家
ヲ
興
シ

祖
ヲ
焯
カ
サ
」
ン
ト
是
レ
ヨ
リ
山
川
ヲ
跋
渉
シ

賢
哲
君
子
ヲ
問
□
経
傳
ハ
殷
周
ノ
旨
ヲ
修
メ
詩

文
ハ
唐
宋
ノ
意
ヲ
探
リ
卒
ニ
名
四
方
ニ
聞
ユ
既

ニ
シ
テ
歸
省
シ
弟
子
」
益
ス
進
ム
私
斈
舎
ヲ
設

算法遺術五百題の問題 

山口三四郎の墓 
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ケ
郷
黨
ヲ
訓
誨
シ
傍
ラ
商
事
ヲ
盛
ニ
ス
嘉
永
年

間
徳
望
尤
高
シ
部
内
ノ
擢
用
ス
ル
所
ト
ナ
ル
地

頭
細
井
氏
ノ
組
頭
タ
」
リ
弊
事
ヲ
革
タ
メ
兇
徒

ヲ
殫
シ
規
法
ヲ
正
シ
壮
士
ノ
志
力
ヲ
養
フ
此
ノ

時
ニ
當
リ
紳
縉
ハ
錦
書
ヲ
以
テ
シ
貴
顕
ハ
華
□

ヲ
」
以
テ
招
ク
固
辞
シ
テ
行
カ
ス
所
謂
ル
賈
ヲ

待
テ
自
ラ
售
ラ
サ
ル
者
乎
遂
ニ
意
ヲ
果
タ
サ
ス

退
隠
シ
唯
タ
歌
詠
ヲ
以
テ
樂
ミ
」
ト
ナ
ス
諸
子

詞
檀
ニ
陪
遊
ス
弟
子
蓋
シ
三
百
人
焉
一
科
或
ク

ハ
数
科
ニ
通
ス
ル
者
凡
テ
一
百
有
五
十
餘
一
日

嗣
子
ヲ
召
」
テ
云
ク
曽
子
ノ
白
ク
予
カ
足
ヲ
啓

ケ
予
カ
手
ヲ
啓
ケ
詩
ニ
曰
ク
戦
々
兢
々
ト
シ
テ

深
澖
ニ
臨
ム
カ
如
ク
薄
氷
ヲ
履
」
ム
カ
如
シ
而

今
ニ
シ
テ
後
チ
吾
レ
免
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
小
子
ト

余
モ
亦
タ
斯
ク
ノ
如
ク
然
リ
吾
レ
一
週
間
後
他

界
ノ
客
」
ト
ナ
ル
可
シ
汝
ニ
家
書
數
百
編
ヲ
授

ク
宜
ク
護
持
ス
ヘ
シ
将
来
謹
テ
放
逸
ニ
ス
ル
コ

ト
勿
レ
果
シ
テ
言
ノ
」
如
ク
七
十
七
ニ
シ
テ
終

ル
實
ニ
明
治
二
十
二
丁
丑
ノ
四
月
廿
貮
日
也
惜

哉
」
茲
年
明
治
貮
十
四
年
龍
舎
辛
卯
四
月
三
周

忌
辰
二
會
フ
嗣
子
軍
之
助
氏
冢
上
ニ
石
標
ヲ
建

立
ス
ル
ノ
際
」
門
人
小
子
等
先
生
ノ
経
事
ヲ
撰

シ
其
ノ
後
ニ
彫
刻
ス
ル
者
也 

 

四
、
お
わ
り
に 

下
調
べ
で
小
川
町
高
見
に
は
高
橋
姓
が
六
軒
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
軒
目
に
訪

ね
た
家
が
高
橋
和
重
郎
の
実
家
で
し
た
。
突
然
の

訪
問
に
も
拘
わ
ら
ず
史
料
の
拝
見
な
ど
で
高
橋
喜

久
男
様
に
は
親
切
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

山
口
三
四
郎
の
実
家
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
お

墓
の
場
所
を
伺
い
ま
し
た
。
同
時
に
史
料
は
昔
は

沢
山
在
っ
た
が
今
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま

し
た
。
今
と
な
っ
て
は
墓
の
碑
文
が
唯
一
の
史
料

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
和
算
関

係
の
史
料
が
急
速
に
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。 
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三
上
義
夫
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
」 
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～
～ 

川
越
の
算
額
の
見
学 

 

十
一
月
三
十
日
、
藤
田
雄
山
貞
資
先
生
顕
彰
会

（
深
谷
市
）の
史
跡
見
学
会
に
便
乗
さ
せ
て
頂
き
、

川
越
市
立
博
物
館
保
管
の
算
額
を
特
別
に
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
誘
い
を
頂
い
た
野
口
泰
助

先
生
、
並
び
に
松
本
登
志
雄
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

見
学
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
次
の
三
面
で
す
。 

一
、
府
川
八
幡
神
社
の
算
額 

安
政
三
年 

三
問 

 
 
 

掲
額
者
は
戸
田
新
三
郎
高
常
門
人
六
三
名 

一
、
府
川
八
幡
神
社
算
額 
安
政
五
年 

五
問
？ 

 
 
 

掲
額
者
は
戸
田
喜
四
郎
高
次 

一
、
石
田
藤
宮
神
社
の
算
額 

明
治
四
年 

一
問 

 
 
 

掲
額
者
は
大
野
旭
山
輝
範
及
び 

門
人
世
話
人
五
三
六
名 

  

一
つ
目
は
和
紙
の
上
に
問
題
と
答
術
を
書
き
板

に
貼
っ
た
珍
し
い
も
の
で
し
た
。
文
字
な
ど
は
ま

だ
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
驚
き
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
変
形
の
屋
根
形
を
し
た
算
額
で
形
自

体
は
珍
し
い
も
の
で
す
。
風
化
が
激
し
く
文
字
は

よ
く
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

三
つ
目
は
レ
プ
リ
カ
で
し
た
が
実
物
は
、
287×

87
㎝
の
大
き
な
算
額
と
か
。
門
人
世
話
人
五
三
六

名
と
い
う
の
も
驚
き
で
す
。
恐
ら
く
直
接
の
関
係

者
は
も
っ
と
ず
っ
と
少
な
い
の
で
し
ょ
う
が･･･

 

 
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
算
額
に
つ
い
て
は
『
川
越
の

算
額
と
和
算
家
』（
川
越
市
立
博
物
館
、
平
成
15
年
）

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

府川八幡神社の算額（安政三年） 

（
編
集
後
記
は
省
略
し
ま
し
た
） 


